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１ 生徒数   １１２０名 
２ 設置学科  普通科・文理学科 
  （H30年度から、文理学科のみ募集） 

３ 構想名 
  「多様性」と「文化」を掛け橋にして 
  世界を牽引する人材を育成する 
４ 研究指定（平成27年度～） 
   SGH指定・SSH指定（２期目） 
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 学校設定科目「課題研究」を中心   
 に据え、各種講演会・シンポジウ 
 ム・国内外フィールドワークを有 
 機的に結合させたカリキュラムの 
 実現 
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学
校
設
定
科
目 

「
課
題
研
究
」 

講演・シン
ポジウム・
英語ｾﾐﾅｰ 

フィールド
ワーク 

各教科の授業 
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１年 １学期 情報リテラシー習得 
   ２学期 情報ツールを活用した、留学生との交 
        流に向けた「調べ学習」 
   ３学期 留学生との交流（英語によるプレゼン） 
        ２年生の研究発表の見学・質疑 

◆学年ごとに段階的な目的の設定 
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２年 １学期 先行研究検索・課題設定 
   ２学期 中間発表に向けた調査・研究 
        中間発表での課題の解決に向けた調 
        査・研究の継続 
   ３学期 「豊高プレゼン」に向けた研究成果の 
        まとめ 
   春休み 論文作成       

生徒の希望・自主性 を活かして、 
４つのGLOVAL VISIONに分割 

VISION １「ﾌｪｱﾄﾚｰﾄﾞ」  VISION ２「地球環境」 
VISION ３「日本とｲｽﾗｰﾑ諸国」 VISION ４「比較文化」 
 
 

 
 

指示で
はなく
援助 



SGH対象公募推薦入試の準備 
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３年  ・論理的文章の書き方のワークショップ 
    ・論文のブラッシュアップ 
    ・２年生のTA（ティーチング・アシスタント）    

研究の継続・発展 

興味・関心・進路にあわせて、 



 協働性を重視した教職員の組
織的運営の実現 
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あえて、専門家をつくらない 
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SGH研究開発委員会 

SSHの先行実施による 

学校内の組織化が進展 

SSH研究開発委員会 

SGH・SSH推進室 

課題研究担当者会議 課題研究担当者会議 

文系 生徒 理系 生徒 

校 長 
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１ 校長のマネジメントによる SGH ・ SSH 
   事業推進・調整の全校的組織づくり 
２ 開発部門（研究開発委員会）と実践部  
 門（担当者会議）との密な連携 
３ ルーブリック等による事業評価とその  
 結果のフィードバック 
４ 課題研究の指導法の教科授業（ｱｸﾃｨ  
 ﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ）への波及（相互授業見学） 
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知識・技能の習得 生きて働く 

学びに向かう力・人間性 学びを人生や社会
に生かそうとする 

思考力・判断力・表現力 未知の状況にも 
対応できる 
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学びに向かう力・人間性 学びを人生や社会
に生かそうとする 

実践例 小学校でのフェアトレードの授業 
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